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広報

　　具 体 事 業 等　
香川甘沼線、
市道7115線の拡幅整備　
市道0111線（香川西方）
の歩道整備
　

香川駅の行き違い駅化
　
駅前広場の整備　
駐輪場の整備　
コミュニティバス、
路線バスの導入

相模線の複線化
　
相鉄いずみ野線の延伸

相模線の踏切改良
　

せまい道路の
拡幅整備
コミュニティ施設の整備
地域福祉活動施設の整備
香川駅前への交番設置
香川公民館の行政窓口
センターの整備

青少年広場の維持

借地による公園の確保

　 取　り　組　み　状　況（平成20年7月現在）　
香川1丁目28番地より先、東海岸寒川線までの
510mについて、8月以降詳細設計予定
暫定として側溝を暗きょ化し、その上をカラー舗
装し歩車道を明確にする（20年度以降施行予定）
ＪＲは効率運行面から香川、厚木、上溝を第1ステ
ップに、その後６両化に向け全駅のホームを延伸
西口広場は5年計画、東口広場は中期計画　
西口駐輪場は22年度着工、23年度使用開始予定　
平成19年12月に4路線とし運行管理中、
みずき方面への路線バスを検討中　
要望活動および調査研究に加え、相模線利用の
啓蒙ＰＲを推進
県鉄道輸送力増強促進会議に分科会を設置し、
要望をまとめ鉄道事業者に提出（20年11月予定）　
踏切のみの拡幅改良交渉は困難、整備計画に基づ
きＪＲ・県と交渉中
市道701号線（変電所から北に向かう道路）は
地権者の了解があれば民地内の側溝を暗きょ化　
自治会連合会ごとにコミュニティセンターを設置　
湘北地区ボランティアセンターは設置済み　
毎年度、県・警察等へ要望書を提出中
当該窓口センターを駅前地区への移設構想があり、
香川駅周辺地区整備事業の進捗を見ながら検討
青少年広場は地権者の都合により返還せざるを得
ない場合があり、地元のご理解ご協力が必要
公園として適当な候補地があり、地権者の協力が
得られれば、借地公園等の整備について検討

　計　画　　
生活幹線
道路の
拡幅整備

　
交通結節点
施設の整備

公共交通
ネットワーク
の整備

　
地区内道路
の環境改善　　
地区拠点機
能強化への
施設再配備

生活利便性
向上への
公共サービ
ス施設整備

香川まちづくり基本計画の進展状況（抜粋）

　

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り

茅
ヶ
崎
保
護
司
会
・
会
議

　　　

時　間：14時～ 16時
活　動：4～ 6人体制で
　　　1回／月程度の活動
連絡先：まちづくり部会長
　　　　　西山佳孝

「
香
川
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
」

　

基
本
計
画
の
進
捗
に
つ
い
て

湘北地区自治会連合会
・甘沼自治会
・香川自治会
・鶴が台団地自治会

・鶴が台一街区自治会
・松風台自治会
・ライトタウン茅ヶ崎自治会
・みずき自治会自主防災組織のメンバーは、地区防災拠点

に開設される避難所の自主的な運営に携わる
リーダーとして、避難所運営委員会に参画。

給食訓練（ごちそうさま！）

チェーンソー取り扱い訓練

搬送法訓練

神
奈
川
県
西
部
地
域
を
震
源
域
と
す
る
、
Ｍ
7.0
の
大
規

模
地
震
発
生
。
茅
ヶ
崎
市
は
震
度
６
強
に
襲
わ
れ
、
家

屋
が
倒
壊
し
、
多
数
の
負
傷
者
・
・
・
・

消火器取り扱い訓練

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
発
表
！

巻き結び もやい結び

ロープ結索訓練（皆さん、できますか？）

香川駅隣のサクラハウス

防災訓練に参加・集合！

　

去
る
7
月
1
日
に
行
わ
れ
た
測
量
説

明
会
を
補
足
す
る
た
め
、
8
月
26
日
に

都
市
整
備
課
の
渋
谷
課
長
を
初
め
と
し

た
担
当
の
方
々
５
名
の
出
席
に
よ
る
、

計
画
進
捗
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

計
画
に
関
与
す
る
す
べ
て
の
部
署
の

計
画
項
目
に
つ
い
て
、
進
捗
を
取
り
ま

と
め
た
一
覧
表
が
作
成
・
提
出
さ
れ
、

基
本
計
画
の
項
目
に
そ
っ
て
、
夜
七
時

か
ら
約
二
時
間
に
わ
た
り
、
自
治
会
館

に
お
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
そ
の
中
の
一
部
を
抜
粋
し

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。。

　

質
疑
の
中
で
は
、
香
川
甘
沼
線
の
拡

幅
も
駅
踏
切
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
る

こ
と
か
ら
、
駅
前
広
場
の
一
方
通
行
区

分
を
再
検
討
す
る
案
、
ま
た
道
路
の
拡

幅
を
絵
図
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
の
方

策
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
自
治
会
側
の
出
席
者
が
８
名

と
少
人
数
で
の
会
合
で
し
た
が
、
今
後

と
も
行
政
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
密
に
図
り
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

に
結
び
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

　

平
成
20
年
10
月
19
日
（
日
）、
湘
北
地
区
自
治

会
合
同
の
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
鶴
が
台
中
学

校
に
お
よ
そ
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
Ｍ
7.0
の
大
規
模
地
震
が
発
生
し
、
茅
ヶ

崎
市
は
震
度
６
強
に
お
そ
わ
れ
た
と
の
想
定
の
も

と
に
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
の
知

識
や
技
術
の
向
上
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の
訓
練
を
通

じ
て
災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
避
難
者
名
簿
作
成
訓
練
の
た

め
、
各
町
内
会
は
参
加
者
の
避
難
者
カ
ー
ド
を
作

　

こ
の
度
、
香
川
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
状
況
を
、
茅
ヶ
崎
地
区
保
護

司
会
の
「
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
」
の

テ
ー
マ
会
議
に
発
表
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日　

時　

平
成
21
年
１
月
16
日

場　

所　

茅
ヶ
崎
市
民
文
化
会
館

　

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
、
住

民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
と
犯
罪
の
抑
止

強
化
を
目
的
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
じ
て
苦

労
の
中
に
も
う
れ
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

巡
回
中
に
住
民
か
ら
挨
拶
さ
れ
た
り
、

小
さ
な
児
童
か
ら
、「
ご
苦
労
さ
ん
で

す
！
」
と
い
わ
れ
る
と
、
お
じ
さ
ん
も

思
わ
ず
頬
が
ゆ
る
み
ま
す
。
こ
う
し
た

地
域
住
民
間
の
つ
な
が
り
が
犯
罪
を
抑

止
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
い
と
い

う
方
は
い
つ
で
も
歓
迎
で
す
。
ま
ち
づ

く
り
部
会
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

（
ま
ち
づ
く
り
部
会
長　

西
山
佳
孝
）

防災訓練

成
し
本
部
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

13
時
の
開
会
式
に
続
き
、

防
災
の
た
め
の
各
種
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
の
内
容

・
消
火
器
取
り
扱
い
訓
練　

・
ロ
ー
プ
結
索
訓
練

・
三
角
巾
取
り
扱
い
訓
練　

・
窒
息
消
火
訓
練

・
発
電
機
／
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
り
扱
い
訓
練

・
搬
送
法
訓
練　

・
給
食
訓
練

　

閉
会
式
の
後
、
給
食
訓
練
で
用
意
さ
れ
た
炊
き

出
し
を
試
食
し
、
防
災
訓
練
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
香
川
自
治
会
は
自
主
防
災
組
織
の
強
化

に
取
り
組
む
予
定
で
す
。



携
帯
電
話
の
被
害
か
ら
�
子
ど
も
を
守
ろ
う
！
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第
一
町
内
会

第
二
町
内
会

暁
の
祭
典
・
浜
降
祭

②

⑧

①

③ ⑤

④

⑦

立体化

⑥

第
三
町
内
会

第
四
町
内
会

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
に
協
賛
・
実
施
へ

出
会
い
系
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
制
限
措
置
は
、
保
護
者
の
責
務
で
す
。

携
帯
電
話
の
被
害
か
ら
�
子
ど
も
を
守
ろ
う
！

自
治
会
館
に
キ
�
�
プ
回
収
ボ
�
ク
ス
を
設
置

環
境
整
備
部
会　

会
館
管
理
部
会

◆ペットボトルのキャップをみんなで集めよう！
 ・キャップは400個で10円になります。
 ・キャップ800個で一人の子供の命が救えます。

美化キャンペーン風景

来年に向けた反省会

キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
」
に
送
る
こ
と
で
、

《
資
源
ゴ
ミ
の
回
収
に
よ
る
地
球
環
境

の
改
善
と
、
世
界
の
子
ど
も
達
（
発
展

途
上
国
）
に
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
送
る

こ
と
》
が
で
き
ま
す
。
こ
の
キ
ャ
ッ
プ

８
０
０
個
で
一
人
の
子
供
の
命
が
救
え

る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
当
自
治
会
で
も
こ
の
運
動
に

賛
同
し
、
自
治
会
館
玄
関
付
近
に
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
け

ま
し
た
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
他
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所

・
鶴
が
台
中
学
正
門　

・
北
陽
中
学
玄

関
内　

・
香
川
小
学
校
玄
関
内　

・
香

川
公
民
館
内
入
口
な
ど

　

運
動
に
協
力
中
の
ご
家
庭
は
今
の
ま

ま
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。
自
治
会
館
に

回
収
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
プ
は
、
鶴
が
台
中

学
と
北
陽
中
学
の
生
徒
に
渡
し
ま
す
。

　

皆
様
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
（
会
館
管
理
部
会　

野
島
勝
生
）

　

10
月
５
日
第
40
回
香
川
地
区
体
育
大

会
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
、
記
念
に
ふ
さ

わ
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
第
二
町

内
会
は
昨
年
に
引
き
続
き
準
優
勝
し
ま

し
た
。
選
手
の
選
出
に
は
毎
年
悩
ま
さ

れ
体
育
振
興
会
お
よ
び
町
内
の
役
員
が

協
力
し
て
選
出
し
ま
し
た
。
20
代
〜
30

代
女
子
リ
レ
ー
選
手
が
大
会
二
日
前
に

や
っ
と
決
ま
り
ホ
ッ
と
し
た
こ
と
で
し

た
。
準
優
勝
し
た
こ
と
で
苦
労
し
た
こ

と
が
報
わ
れ
た
よ
う
で
し
た
。
皆
さ
ん

の
協
力
な
し
に
は
競
技
は
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
選
手
の
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

第
二
町
内
会
の
団
旗
を
手
作
り
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
毎
年
団
旗
の
威
力
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

10
月
・
11
月
の
行
事

◇
10
月
19
日
（
日
）
防
災
訓
練
参
加

　

寒
露
も
過
ぎ
、
山
の
秋
の
装
い
も
一

段
と
深
く
な
り
ま
し
た
。

　

第
四
町
内
会
で
は
、
今
期
よ
り
「
こ

ん
な
町
に
住
み
た
い
、
こ
ん
な
町
に
し

た
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
会
員
の
声
を

第
一
に
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
役
員
一
同
努
め
て
い
ま
す
。

◎
９
月
21
日　

第
四
町
内
自
主
防
災
会

・
第
二
回
防
災
訓
練
実
施
。

20
余
名
参
加
し
、
簡
易
担
架
組
み
立
て

等
の
デ
モ
、
Ｃ
・
Ｄ
地
区
の
一
時
避
難

場
所
（
み
ず
き
公
園
）
ま
で
の
避
難
訓

練
を
実
施
。
今
後
、
非
常
時
に
組
織
的

か
つ
適
切
な
対
応
が
で
き
る
訓
練
を
か

さ
ね
る
。

◎
９
月
25
日　

月
例
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
。
参
加
者
６
名
で
、
じ
り
貧
傾

向
、
防
犯
意
識
の
高
揚
を
期
待
。

◎
９
月
28
日　

定
例
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

　

紅
葉
の
季
節
、
今
年
も
残
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
自
治
会
町
内
会
の
年
間

主
要
行
事
の
多
く
が
、
皆
様
の
ご
協
力

で
一
応
の
成
果
を
収
め
て
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

◎
10
月
５
日
の
香
川
地
区
体
育
大
会

は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
人
達

の
参
加
を
得
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
体
育
振
興
会
」
の
発
足
か
ら
40
年
と

い
う
意
義
あ
る
大
会
に
、
今
年
は
大
勢

の
人
が
気
持
ち
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

第
三
町
内
会
は
、
町
内
対
抗
競
技
で

は
、
第
５
位
と
い
う
成
績
で
し
た
が
、

今
ま
で
に
な
く
多
く
の
ご
家
族
、
特
に

子
供
さ
ん
方
の
応
援
に
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

◎
10
月
19
日
は
、
湘
北
地
区
自
治
会
連

　

地
球
の
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
10
月
に
な
っ
て
肌

に
涼
し
さ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
、
紅

葉
の
便
り
も
ち
ら
ほ
ら
と
届
く
こ
の
頃

で
す
。

　

８
月
の
香
川
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

は
夕
暮
れ
の
提
灯
に
思
い
出
を
残
し
て

幕
が
閉
じ
、
引
き
続
き
10
月
に
は
香
川

地
区
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
育
大
会
は
、
今
年
は
ど
こ
が
優
勝

す
る
だ
ろ
う
と
、
皆
さ
ん
が
密
か
に
期

待
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
参
加
す
る

上
は
負
け
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
町
内
会

の
役
員
は
、
選
手
の
募
集
に
奔
走
し
ま

し
た
。

　
「
町
内
対
抗
・
選
手
募
集
」
の
回
覧

で
応
募
さ
れ
た
の
は
全
体
の
１
／
３
程

度
で
、
と
て
も
参
加
で
き
る
人
数
に
は

遠
い
も
の
で
、
足
り
な
い
分
は
役
員
を

は
じ
め
皆
さ
ん
の
協
力
で
個
々
に
出
場

選
手
を
口
説
い
て
、
数
回
の
調
整
会
議

を
経
て
よ
う
や
く
規
定
通
り
の
人
数
を

そ
ろ
え
て
出
場
資
格
を
得
ま
し
た
。

　

さ
て
本
番
で
は
出
場
さ
れ
た
方
々
は
、

全
員
が
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ウ

ー
マ
ン
。
皆
さ
ん
足
が
速
く
て
パ
ワ
ー

に
あ
ふ
れ
る
人
た
ち
で
、
驚
く
ば
か
り

で
す
。
こ
ん
な
に
優
秀
な
人
材
が
居
る

の
な
ら
は
じ
め
か
ら
申
し
込
ん
で
い
た

だ
き
、
本
当
の
選
手
選
考
に
苦
労
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
の
成
績
は

カ
ッ
プ
を
手
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
昨
年
と
同
じ
４
位
を
キ

ー
プ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
出
場

選
手
に
は
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　

ま
た
、
大
き
な
声
で
声
援
さ
れ
た
皆

様
に
も
楽
し
い
一
日
で
あ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

◎
10
月
19
日
に
は
湘
北
地
区
防
災
訓
練

に
参
加
し
ま
し
た
。

（
25
名
）
第
二
町
内
会
は
香
川
南
公
園

に
集
ま
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
鶴

が
台
中
学
校
校
庭
に
行
き
ま
し
た
。

◇
11
月
24
日
（
月
）　

組
長
会
議
開
催

　

会
場　

香
川
小
学
校
体
育
館

　

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

　

内
容　

大
規
模
地
震
発
生
か
ら
避
難

　
　
　
　

生
活
行
動
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
　
　
　

の
説
明
、
そ
の
他

◇
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
・
防
災
会
議

　

第
３

　

土
曜
日

合
会
主
催
の
「
湘
北
地
区
防
災
訓
練
」

が
、
鶴
が
台
中
学
校
校
庭
を
会
場
に
各

種
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
？

あ
る
日
突
然
予
告
な
く
起
き
る
の
が
災

害
で
、
特
に
地
震
は
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
も
の
で
す
か
ら
、
普
段
の
用
心

と
訓
練
が
肝
要
か
と
思
い
ま
す
。

　

い
か
に
し
て
我
が
身
を
、
家
族
を
守

る
か
、
日
常
の
準
備
を
心
が
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
11
月
９
日
に
は
、
湘
北
地
区
自
治
会

連
合
会
主
催
の
「
市
民
集
会
」
が
、
香

川
公
民
館
を
会
場
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
と
行
政
と
の
直
接
対
話
の
機
会
に
、

地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

◎
年
末
に
は
空
き
巣
、
ひ
っ
た
く
り
等

の
犯
罪
が
多
発
し
ま
す
。「
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
」
を
強
化
す
る
と
共
に
、
皆
様

も
十
分
注
意
し
て
明
る
い
ま
ち
の
新
し

い
年
を
迎
え
て
く
だ
さ
い

ン
を
実
施
。
総
務
の
椎
野
氏
の
声
か
け

で
、
子
ど
も
会
か
ら
33
名
が
参
加
。
率

先
し
て
ゴ
ミ
拾
い
す
る
子
ど
も
達
、
公

衆
道
徳
を
実
践
す
る
お
母
さ
ん
達
の
姿

を
見
て
、
自
治
会
活
動
の
連
携
の
必
要

性
を
痛
感
。

　

行
事
が
終
わ
る
た
び
に
会
員
の
理
解

と
協
力
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　

た
だ
一
つ
の
伝
達
手
段
で
あ
る
回
覧

は
、
必
ず
見
て
く
だ
さ
い
。

　

会
員
の
皆
様
の
手
で
、
町
づ
く
り
の

小
さ
な
灯
火
を
点
け
、
大
き
な
燈
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

香
川
公
民
館
開
館
20
周
年
記
念
事
業

の
一
つ
と
し
て
、｢

携
帯
電
話
の
被
害

か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う
！　

そ
の
実
態

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
題
す
る
講

演
会
を
9
月
13
日(

日
）
鶴
が
台
中
学

校
の
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
３
割
、
中
学
生
の
７
割
が

携
帯
電
話
を
保
有
し
て
い
る
と
言
わ
れ

る
中
、
有
害
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
た

り
、
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
事
件
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
状
況
か
ら
、
便
利
な
反
面
で
怖
さ

を
秘
め
て
い
る
携
帯
電
話
を
、
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
で
子
ど
も
達
を
守
ろ
う

と
企
画
、
県
警
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策

セ
ン
タ
ー
に
講
師
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
50
名
を
超
え
る
方
々
が
熱
心

に
聴
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
（
香
川
公
民
館　

平
井
氏
談
）

　

既
に
参
加
し
て
い
る
ご
家
庭
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
鶴
が
台
中
学
校
や

北
陽
中
学
校
（
香
川
小
学
校
も
協
力
）

は
、
各
生
徒
会
の
発
案
で
「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
る
運
動
・
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
運
動
」
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

集
め
た
キ
ャ
ッ
プ
を
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
エ
コ

出
会
い
系
サ
イ
ト

違
法
・
有
害
サ
イ
ト

悪
質
掲
示
板
サ
イ
ト

殺
人
・
誘
拐
・
性
犯
罪
等

ア
ダ
ル
ト
・
自
殺

誹
謗
・
中
傷

有
害
情
報
と
そ
の
被
害

フィルタリングを！

有害な
サイト

安全な
サイト

被害の防止に

有害サイトの閲覧制限には、
携帯電話各社が無料提供する
「有害サイトアクセス制限サ
ービス」を利用しましょう。
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第
40
回
記
念
・
香
川
地
区
体
育
大
会
開
催

香
川
寿
ク
ラ
ブ
45
周
年
の
集
い

４位

４位

１位

６位

２位

３位

第一町内会

第二町内会

第三町内会

第四町内会

甘沼自治会

松風台自治会

競技種目

×

○

×

○

○

×

４位

1 位

３位

５位

２位

６位

対抗リレー
 女 　男 玉入れ 綱引き ムカデ

３位

５位

６位

１位

２位

４位

４位

３位

６位

２位

１位

５位

4位

2位

5位

3位

1位

6位

総合

順位
自治会

町
内
対
抗
成
績
表

体
育
振
興
会
が
主
催
す
る
第
40
回

目
と
な
る
体
育
大
会
が
、
10
月
5

日(

日
）
香
川
小
学
校
校
庭
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

75
歳
以
上
の
自
治
会
会
員
の

方
々
に
、
お
祝
い
を
差
し
上
げ

ま
し
た
。

真剣なまなざし
でゴール一直線

選手宣誓

町内会の期
待を背に！

そ
の
１

仲
通
り
子
ど
も
会

　
　
　

代
表　
　

増
田　

小
奈
江

香
川
第
四
寿
ク
ラ
ブ

会
長　

中
村　

五
初
男

４５周年記念合同敬老会

　

香
川
第
四
寿
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和

三
八
年
に
創
立
さ
れ
、
そ
の
後
、
第

一
、
二
、
三
、
五
寿
ク
ラ
ブ
が
、
仲
良
く

誕
生
と
い
う
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。

　

そ
し
て
香
川
第
一
・
三
・
四
寿
ク
ラ

ブ
は
、
合
同
で
カ
ラ
オ
ケ
、
ち
ぎ
り
絵
、

舞
踊
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
サ
ー

ク
ル
を
助
成
し
、
会
員
へ
娯
楽
の
提
供
、

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
地
域
の
方
の

温
か
い
ご
支
援
で
成
り
立
つ
行
事
で

す
。
子
ど
も
会
と
し
て
は
、
駅
前
清

掃
や
地
元
の
お
祭
り
へ
の
積
極
参
加

を
通
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
、

あ
わ
せ
て
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
達
が
大
人
に
な
っ
た

時
、
自
分
自
身
の
経
験
か
ら
地
域
の

子
ど
も
達
に
暖
か
い
ま
な
ざ
し
が
向

け
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
仲
通
り
子
ど

も
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

も
会
補
助
金
、
③
廃
品
回
収
で
得
る
資

源
回
収
団
体
補
助
金
で
、
③
は
予
算
の

半
分
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
昨
年
度
こ

の
③
の
廃
止
が
決
ま
り
、
子
ど
も
会
の

活
動
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

追
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
香
川
自
治
会
役
員
の
方
々
に

　

仲
通
り
子
ど
も
会
は
、
香
川

３
、
５
、
６
丁
目
に
住
む
小
学
生
を

対
象
と
し
て
、そ
の
中
を
「
ご
近
所
」

ご
と
に
区
分
け
を
し
た
５
つ
の
チ
ー

ム
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
69
名
の
児
童
が
在
籍
し
、

様
々
な
行
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

●
本
年
度
の
主
な
行
事
と
予
定

・
春
に
新
入
生
歓
迎
会

・
夏
に
早
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
お
よ
び

　

香
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
出
店
参
加

・
秋
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施

・
冬
に
ク
リ
ス
マ
ス
会

・
３
月
に
６
年
生
を
送
り
出
す
恒
例

　

の
「
お
別
れ
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
」

　

こ
う
し
た
行
事
は
、
小
学
生
の
協

力
や
地
域
の
方
と
の
交
流
を
通
し
て

各
チ
ー
ム
の
代
表
で
あ
る
５
名
の
役

員
が
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
の
子
供
会
の
活
動
費
用

の
財
源
は
、
①
会
費
、
②
市
の
子
ど

　

当
日
は
秋
晴
れ
の
青
空
が
広
が
る
中
、

8
時
半
の
選
手
団
入
場
、
国
旗
掲
揚
な

ど
と
続
い
た
開
会
式
も
選
手
宣
誓
で
終

わ
り
、
9
時
よ
り
健
康
増
進
と
地
域
の

親
睦
を
深
め
る
、
楽
し
く
も
熱
い
競
技

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

競
技
種
目
が
終
了
し
て
か
ら
一
時
雨

が
ぱ
ら
つ
き
、
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
閉

会
式
と
抽
選
会
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

幸
い
天
気
予
報
は
外
れ
て
雨
も
す
ぐ
に

上
が
り
、
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
第
40
回
の
記
念
大
会
を
飾
る

イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
と
し
て
、
恒
例
の
お

楽
し
み
抽
選
会
の
特
賞
に
自
転
車
が
10

台
も
用
意
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後

も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

競
技
の
合
間
に
は
、
鶴
嶺
高
等
学
校

の
女
生
徒
に
よ
る
華
麗
で
楽
し
い
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
演
技
、
昼
の
休
憩
時
間

に
は
文
教
大
学
湘
南
校
舎
吹
奏
楽
部
の

皆
さ
ん
が
登
場
、
サ
ザ
ン

の
曲
目
に
は
観
衆
か
ら
手

拍
子
も
。
最
後
に
ア
ン
コ

ー
ル
が
飛
び
出
す
素
晴
ら

し
い
演
奏
で
し
た
。

　

今
回
は
残
念
な
事
に
三
千
ｍ
走
と
ム

カ
デ
競
争
の
競
技
中
に
負
傷
者
が
出
て

し
ま
い
ま
し
た
。
目
的
が
親
睦
で
も
、

競
技
本
番
に
は
思
わ
ず
熱
く
な
る
不
思

議
な
力
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
趣
味
と
す
る
皆
さ
ん

も
、
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

健
康
増
進
、
地
域
社
会
と
の
交
流
等
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

毎
年
敬
老
の
日
に
、
長
寿
祝
い
と

し
て
満
八
〇
歳
以
上
の
方
に
記
念
品
を

贈
呈
し
て
い
る
。
今
年
は
四
五
周
年
を

祝
っ
て
、
会
員
百
三
十
名
に
「
鳩
サ
ブ

レ
ー
」
と
名
簿
、
記
念
写
真
を
配
布
し

喜
ば
れ
た
。
去
る
九
月
十
三
日
（
土
）

に
は
柳
島
記
念
館
に
お
い
て
、
四
五
周

年
記
念
と
な
る
恒
例
の
合
同
敬
老
会
を

開
催
。
秋
晴
れ
の
な
か
六
十
八
名
の
参

加
者
が
あ
り
、
盛
大
な
催
し
と
な
っ
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
賑
や
か
な
演
芸

の
部
と
な
り
「
人
生
劇
場
」
を
皮
切
り

に
自
慢
の
歌
が
十
七
曲
、
舞
踊
は
「
秋

田
お
ば
こ
甚
句
」
ほ
か
四
演
目
。
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
は
「
丘
を
越
え
て
」
ほ
か

三
曲
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
民
謡
の
「
宮
城

長
持
唄
」
と
芸
達
者
が
多
く
、
素
晴
ら

し
い
熱
唱
や
、
華
麗
で
幽
玄
な
踊
り
に

大
変
感
動
。
拍
手
喝
采
と
な
っ
た
。
演

芸
の
合
間
に
は
会
食
と
名
酒
「
百◎

◎寿
久

保
田
」
を
飲
み
交
わ
し
、
楽
し
い
お

し
ゃ
べ
り
に
親
交
が
よ
り
深
ま
っ
た
。

　

参
加
さ
れ
た
会
員
の
感
想
は
、

「
四
十
五
周
年
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
亡
父
（
元
会
長
）
と
入

会
し
て
三
十
四
年
、
旅
行
や
い
ろ
い
ろ

な
行
事
に
参
加
し
、
楽
し
い
思
い
出
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
お
互
い
仲
良
く
助
け

合
い
、
生
か
さ
れ
た
人
生
を
過
ご
し
た

い
。
い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
で
。（
Ｙ
Ｉ
）」

「
友
人
の
お
誘
い
で
こ
の
記
念
の
日
に

初
め
て
出
席
し
、
先
輩
方
の
お
話
で
香

川
寿
会
の
歴
史
を
知
り
、
高
齢
化
社
会

の
中
で
私
た
ち
も
元
気
に
生
き
抜
い
て

ゆ
か
な
け
れ
ば
と
。（
Ｍ
Ｔ
）」　

な
ど

●
サ
ー
ク
ル
の
ち
ぎ
り
絵
で
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
野
菊
の
会
代
表

　
　

            

棚
谷
し
め
子

ズラッと並んだ
特賞の自転車さて、どちらがゲット？ 大玉、ころがれ！

　

9
月
15
日
の
敬
老
の
日
に
、
75
歳
以

上
の
自
治
会
会
員
で
、
お
祝
い
を
希
望

す
る
方
々
に
金
券
五
百
円
を
差
し
上
げ

ま
し
た
。

　

敬
老
の
日
の
お
祝
い
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
、
昨
年
度
よ
り
集
会
を
取

り
や
め
て
、
香
川
商
興
会
の
御
協
力
を

い
た
だ
き
、
買
い
物
に
使
用
で
き
る
金

券
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

75 歳以上　793 名
88歳以上　 21名
100 歳以上　 2名
　　　　　計 816 名
●お祝いの申請者数
　　　　　　369 名
●申請率　　45.3％

自治会高齢者の状況
平成 18年 8月 1日現在

日
時　

11
月
29
日
（
土
）
10
時
〜
17
時

　
　
　

11
月
30
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

場
所　

香
川
自
治
会
館

出
展
物
予
定

　
　

陶
芸　

ち
ぎ
り
絵　

華
道　

書
道

　
　

環
境
ポ
ス
タ
ー
（
子
供
会
）　

等

体
験
コ
ー
ナ
ー　

両
日　

10
時
〜
15
時

香
川
商
興
会

　

カ
ッ
ピ
ー
ス
タ
ン
プ
交
換
会

　

於　

自
治
会
館
入
り
口

　
　
　

11
月
30
日
（
日
）
10
時
〜

　

多
数
の
方
々
の
ご
来
場
を
心
か
ら
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
文
化
祭

　
　
（
文
化
厚
生
部
会
）

■
環
境
ポ
ス
タ
ー
展

　
　
　
　
（
環
境
部
会
）

催
し
物
の
お
知
ら
せ

合
同
開
催
日
が
決
定

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
自
治
会
か
ら
補
助

金
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
子
ど

も
会
の
活
動
へ
の
深
い
ご
理
解
に
、
感

謝
の
気
持
ち
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
香
川
７
丁
目
の
坪
田
工
務
店

さ
ん
が
開
催
す
る
「
親
子
木
工
教
室
」

は
、
大
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
自
治
会
館
横
の
畑
を
借
用
し

貴
重
な
農
業
体
験
も
で
き
ま
し
た
。

楽しいスポーツ大会

（文化厚生部会より）
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郷
土
史
「
香
川
の
歩
み
」
頒
布
中

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�
ご
厚
志
の
お
礼
�

香
川
と
香
川
県
�
何
か

つ
な
が
り
が
あ
る
の
か
な
？

ち
�
�
と
の
わ
が
ま
ま
か
ら
�
事

●
●

故
が
発

●
●

生
！

ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル
遵
守
の
お
願
い

自治会発足
30周年記念
に昭和53年
10月に発刊
(A5判244頁）

香川家由来
の資料

購
入
の
方
法

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
香
川

自
治
会
館
ま
た
は
、
会
館
管
理
部

会
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

香
川
自
治
会
館　

　
　
　

電
話　

51-

４
２
９
１　

香
川
自
治
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
と
お
願
い

承認
掲載期間
月　日～　月　日

掲
示
板
を
利
用
す
る
に
は
、

自
治
会
の
承
認
印
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。

見た目より難しい
キックボーリング

家庭にある缶切りで
も穴を開けられます

　

　

も
の
淋
し
い
。
独
り
住
い
か
。
二
日

つ
づ
け
て
誰
も
人
が
尋
ね
て
来
な
い
。

軒
先
で
は
蜩
が
毎
日
鳴
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

ゑ
こ

里
山
の
径
を
覆
ひ
て
葛
か
づ
ら

水
音
の
つ
い
て
来
る
径
こ
ぼ
れ
萩

　

草
深
い
川
沿
い
の
畦
道
を
歩
い
て
い
る

と
水
音
が
爽
や
か
だ
。
川
に
沿
っ
て
萩
が

咲
き
零
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺
美
津
枝

色
別
の
蔓
を
た
ど
り
て
実
朝
顔

灯
を
消
し
て
二
階
一
間
の
月
明
り

　

よ
く
見
え
て
来
る
一
句
。
独
り
暮
ら

し
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
二
階
一
間

を
寝
室
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

長
島　

久
江

港
町
ビ
ヤ
樽
に
咲
く
鳳
仙
花

赤
の
ま
ま
信
濃
に
多
き
和
合
佛

　

信
濃
も
殊
に
安
曇
野
の
辺
り
道
祖
神

等
の
石
佛
が
多
い
。
和
合
佛
の
脇
に
は

蓼
の
穂
花
が
頭
を
垂
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

硲　

百
合
子

秋
澄
め
り
小
銭
ち
ら
ば
る
神
の
池

か
な
か
な
や
二
日
つ
づ
け
て
人
の
来
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山　

淳
子

知
ら
ぬ
人
ば
か
り
の
故
里
曼
珠
沙
華

花
芙
蓉
よ
く
眠
る
児
の
宮
参
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

幸
香

一
人
居
の
物
千
台
の
月
見
か
な

戸
一
枚
閉
め
残
し
置
く
月
見
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
口
楓
子

秋
晴
や
箱
根
連
山
近
う
せ
り

秋
天
や
口
笛
と
ど
く
程
に
澄
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
村　

球
子

神
の
杜
四
方
よ
り
昏
れ
法
師
蝉

満
月
に
般
若
の
面
の
高
笑
ひ

　

選
者
吟

丹
沢
の
よ
く
見
ゆ
る
日
や
小
鳥
来
る

連
絡
先　

長
島
久
江

ひ
と
ま

　

こ
の
郷
土
史
に
は
、
四
国
の
香
川
県

と
、
こ
こ
香
川
と
の
つ
な
が
り
、
ま
た

河
童
徳
利
の
伝
説
な
ど
、
香
川
に
関
わ

る
興
味
深
い
話
が
満
載
。
ぜ
ひ
一
読
さ

れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

８
月
24
日(

日
）
午
前
中
、
香
川
小

学
校
に
お
い
て
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

50
人
以
上
が
参
加
し
た
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
体
育
振
興
会
主
催
に

よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
の
た
め
、
キ
ッ
ク
ボ
ー
リ

ン
グ
や
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
輪
投
げ
な
ど

の
ゲ
ー
ム
を
体
育
館
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ル
を
足
で
け
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
倒
す
キ
ッ
ク
ボ
ー
リ
ン
グ
は
、
簡
単

そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
な
か
な
か
難
し

い
ゲ
ー
ム
で
し
た
。

　

親
子
が
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
い
一
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
香
川
自
治
会
の
掲
示
板

を
利
用
す
る
文
書
や
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い

て
、
自
治
会
と
し
て
取
扱
い
窓
口
や
掲

示
期
間
等
を
明
示
し
た
決
ま
り
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
催
し
が
終
わ
っ
た
ポ
ス

タ
ー
や
お
知
ら
せ
が
期
日
を
過
ぎ
て
も

そ
の
ま
ま
貼
ら
れ
た
ま
ま
・
・
・
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
掲
示
文
書
等
の
受
付
窓
口

や
承
認
印
の
捺
印
、
掲
示
期
間
を
明
記

す
る
な
ど
の
「
確
認
事
項
」
を
新
た
に

決
め
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

掲
示
板
を
利
用
す
る
た
め
の
確
認
事

項
は
次
の
通
り
で
す
。

①
受
付
窓
口
は
総
務
部
会
と
し
、
掲
示

　

板
を
利
用
し
た
い
方
は
、
総
務
部
会

　

長
か
ま
た
は
各
町
内
会
総
務
へ
申
し

　

込
む
。

②
掲
示
期
間
に
つ
い
て
は
、
受
付
時
に

　

総
務
と
申
込
者
で
、
協
議
し
て
決
め

　

る
。

③
掲
示
お
よ
び
撤
去
作
業
は
原
則
と
し

　

て
、
利
用
者
が
行
う
。

④
会
員
と
そ
の
家
族
の
訃
報
の
掲
示
に

　

つ
い
て
は
、
従
来
通
り
と
す
る
。

⑤
原
則
と
し
て
、
営
利
を
目
的
と
す
る

　

文
書
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
等
は
受
け
付

　

け
な
い
。

⑥
こ
の
「
確
認
事
項
」
の
実
施
は
、
平

　

成
20　　　
年
10
月
か
ら
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
会
）

　

去
る
8
月
20
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
、
故
・
古
谷　

金
政
氏
（
香
川
自
治

会　

顧
問
）
の
ご
遺
族
様
よ
り
香
川
自

治
会
へ
ご
寄
附
を
戴
き
ま
し
た
。

　

ご
厚
志
に
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
（
香
川
自
治
会　

役
員
一
同
）

　

仲
秋
の
候
、
金
木
犀
の
花
の
香
り
漂

う
時
節
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

お
元
気
で
す
か
。

　

前
号
の
広
報
か
が
わ
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
の
穴
開
け
の
件
で
再
度
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
「
ゴ
ミ
出
し
の
際
は
、
必
ず
穴
を
開

け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。」

　

９
月
に
は
集
積
場
の
掃
除
を
し
て
い

る
人
が
ガ
ス
缶
に
穴
を
あ
け
て
い
た
と

こ
ろ
、
缶
が
は
ね
て
顔
に
当
た
り
救
急

車
で
病
院
に
運
ば
れ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
幸
い
大
事
に
は
至
ら
な
く
て
安
心

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
事
故
も
一
つ
間
違
え
れ
ば

大
変
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
一

部
の
人
の
た
め
に
皆
が
迷
惑
し
て
い
ま

す
。
重
ね
て
皆
様
に
お
願
い
し
て
お
き

ま
す
。

　

く
ど
い
よ
う
で
す
が
、
分
別
ル
ー
ル

を
守
っ
て
ゴ
ミ
出
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
衛
生
部
会
長　

新
井　

広
太
郎
）

【家庭で安全にガスを抜く方法】
①風通しのよい屋外で、噴射口からシューという音
　がしなくなるまでガスを出し、中身を空にします。
　　カセットボンベの場合は先端部分を下にして石
　等の固いところに押しつけて、中身を空にします。
②穴は缶切り（図参照）や専用の工具（ホームセン
　ター等で販売）の利用で安全に開けることができ
　ます。
　　噴出したガスが顔に掛からないように、顔から
　遠ざけて注意して作業してください。

牛
田　

茅
子
様　
　

78
才　

９
月
２
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

19
・
１
組

北
村　
　

進
様　
　

71
才　

９
月
８
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

33
・
４
組

江
頭　

壽
美
様　
　

92
才　

９
月
９
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

39
組

興
野　

晃
一
様　
　

81
才　

９
月
17
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

16
組

柳
川
誠
一
郎
様　
　

83
才　

９
月
19
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

38
組

唐
鎌　

洋
子
様　
　

59
才　

９
月
23
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

６
・
１
組

森　
　
　

都
様　
　

104
才　

９
月
27
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

６
・
１
組

塩
澤
キ
ミ
子
様　
　

70
才　

９
月
28
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

28
組

天
野
八
重
子
様　
　

84
才　

10
月
17
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

１
・
２
組

香
川
地
区
卓
球
大
会

ス
ポ
ー
ツ
の
お
知
ら
せ

日
時　

12
月
７
日
（
日
）　

９
時
〜

場
所　

香
川
小
学
校
体
育
館

参
加　

18
歳
以
上

　
　
　

学
生
不
可　
　

（
香
川
地
区
体
育
振
興
会
）

●
主
な
記
載
内
容

・
香
川
の
歴
史

・
香
川
氏
に
つ
い
て

・
村
の
歴
史　

・
明
治
か
ら
自
治
会
館
が
建
設
さ
れ

　

る
ま
で
の
変
遷

・
香
川
の
教
育
と
文
化

・
道
路
・
交
通
・
産
業

・
神
社
と
寺

・
香
川
の
伝
説
と
昔
話

・
郷
土
の
生
ん
だ
人
た
ち

・
年
表

●
頒
布
価
格
・
一
冊　

５
０
０
円

親
子
で
楽
し
も
う

ス
ポ
ー
ツ

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催


